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摂
南
大
学
で
の
教
育
改
革
の
取
組
み

栗

山

仙

之

助

(摂
南
大
学
長
)

一

は
じ
め
に

摂
南
大
学
は

一
九
七
五
年
四
月
に
設
立
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年
四
月
で
創
立
三
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。

設
立
当
初
は
工
学
部
の
み
の
単
科
大
学
で
し
た
。
今
日
で
は
五
学
部

一
一
学
科
、
五
研
究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学

に
発
展
し
て
お

り
ま
す
。
本
学
の
教
育
の
理
念
は
、
『建
学
の
精
神
に
則
り
、
全
人
の
育
成
を
第

一
義
と
し
て
、
人
間
力

・
実
践
力

・
統
合
力
を
養
い
、

自
ら
が
課
題
を
発
見
し
、
そ
し
て
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
知
的
専
門
職
業
人
を
育
成
す
る
』
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
教

育

の
方
針
を

『対
人
能
力
の
養
成
。
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
と
就
業
意
欲

の
向
上
。
五
学
部
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
し
、
文
理
に

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
教
育
。
課
外
活
動
な
ど
に
よ
る
幅
広

い
知
識

・
人
脈

・
考
え
方
を
持
つ
人
材
の
育
成
』
と
し
て

い
ま
す
。
「学
生

を
中
心
と
し
た
教
育
体
制
」
「実
践
を
重
視
し
た
教
育
体
制
」
「文
理
が
相
互
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
育
体
制
」
を
教
育
改
革
の
基

本

理
念
と
し
、
大
学
教
育
で
見
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
格
形
成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
少
人
数
教
育
の
推

進
、
単
位
制
度
の
適
正
な
運
用
、
教
育
方
法
の
改
善
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
直
結
し
た
教
育
や
実
践
的
教
育

の
実
施
、
公
的
資
格
取
得

の
推
進
、
習
熟
度
別
授
業
の
展
開
な
ど
、
教
育
の
理
念

・
目
標
に
沿

っ
た
多
く
の
教
育
改
革
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し

て
多
様
な
学
生
に
対
し
て
入
学
か
ら
卒
業
ま
で

一
貫
し
て
き
め
細
か
な
教
育
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
学
の
教
育
目
的
の
達

成
に
努
め
て
い
ま
す
。

二

少
人
数
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教
育
に
よ
り
学
生
の
人
間
力
の
向
上
を
目
指
す

本
学
で
は
開
学
以
来
、
全
学
部
で
卒
業
研
究
を
含
む
ゼ
ミ
を
必
修
と
し
、
教
育
の
柱
と
位
置
づ
け
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
二
〇

〇
二
年
度
新
入
生
か
ら
は

一
年
次
ゼ
ミ
を
必
修
と
し
、
学
生
に
対
す
る
全
人
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
ゼ
ミ
を
四
年
間

一
貫
し
て
必

修
と
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
こ
れ
ま
で

一
部
の
学
部
を
除
き
専
門
教
育
に
入

っ
た
段
階
で
開

始

さ
れ
て
い
た
少
人
数
単
位
で
の
行
き
届
い
た
指
導

・
教
育
が
、
導
入
教
育
に
お
い
て
も
可
能
と
な

っ
て
い
ま
す
。

一
年
次
ゼ
ミ
を

履
修
し
た
学
生
の
問
で
は
、
修
学
意
欲
、
専
門
教
育

へ
の
対
応
能
力
、
さ
ら
に
円
滑
な
人
間
関
係
を
作
り
あ
げ
る
能
力
が
向
上
す
る

と

い
う
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

本
取
組
み
の
特
色
は
、
①
ゼ
ミ
は

一
年
次
か
ら
四
年
次
ま
で
す
べ
て
必
修
科
目
と
し
て
開
講
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
り
ま
す
。
し
た

が

っ
て
、
本
学
卒
業
生
は
す
べ
て
ゼ
ミ
を
通
じ
た
全
人
教
育
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
②
原
則
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
学
部
に
所
属
す
る
全
教
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
全
学
年
の
ゼ
ミ
を
担
当
し
、
全
学
挙
げ
て
の
教
育
と
な
っ
て
い
る
点
も
特
筆
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
③
総
合
大
学
の
利
点
を
活
か
し
て
行
わ
れ
て
い
る
点
に
も
特
色
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

本
取
組
み
の
成
果
と
し
て
、
従
来
は
新
入
生
の
自
発
的
な
努
力
に
委
ね
ら
れ
て
い
た

「大
学
教
育

へ
の
対
応
」
が
、
入
学
直
後
か

ら
丁
寧
な
指
導
を
受
け
る
た
め
、
学
生
は
大
学
に
早
く
慣
れ
、
学
習
習
慣
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
端
的
に

現
れ
て
い
る
の
が
、
除
籍

・
退
学
者
数
が
年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
四
年
間

一
貫
し
た
ゼ
ミ
教
育
の
効
果
は
確
実
に
現
れ
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
大
き
な
も
の
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
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三

教
養
特
別
講
義
で
学
生

の
全
人
的
教
育
を

目
指
す

本
学
で
は
、
実
践
的
で
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
特
色
あ
る
授
業
を
数
多
く
開
講
し
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
も

の
と
し

て

「教
養
特
別
講
義
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
科
目
は
、
学
生
に
そ
の
時
々
の
社
会
的
な
話
題
や
、
学
生
が
興
味
を
抱

い
て
い
る
事
項

等

に
つ
い
て
、
教
員
と
学
生
が
学
部
の
垣
根
を
超
え
て
、
お
互
い
に
考
え
、
研
鑽
す
る
機
会
を
提
供
す
る
趣
旨
か
ら
開
講
し
て
お
り
、

文
部
科
学
省
を
は
じ
め
各
界
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

本
学
は
、
教
養
教
育
の
重
要
性
を
認
識
し
て
、
学
生
の
全
人
的
な
成
長
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
専
門
科
目
か
ら
見
え
る
社
会
性
、

教
養
教
育
の
中
か
ら
浮
か
び
上
が
る
専
門
技
能
の
重
要
性
を
合
わ
せ
て
学
ぶ
こ
と
で
、
総
合
的
な
学
習
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の

授
業
科
目
と
し
て
、
年
間

一
二
テ
ー
マ
程
度
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
二
〇
〇
二
年
度
か
ら
開
講
し
て
い
る

「
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
」
は
、
我
が
国
の
中
小
企
業
施
策
の
総
合
的
実
施
機
関

「中
小
企
業
総
合
事
業
団
」
の
全
面
的
支
援
を
得
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
の
大
学
で
も
極
め
て
珍
し
い
授
業
科
目
で
、
毎
日
新
聞

等

マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
授
業
は
同
事
業
団
が
設
置
し
た

「中
小
企
業

・
ベ
ン
チ
ャ
ー
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
近
畿
」

の
常
設
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
公
認
会
計
士
、
税
理
士
、
中
小
企
業
診
断
士
、
弁
護
士
、
経
営

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

経
営
者
ら
が
リ
レ
ー
講
義
を
行

っ
て
い
ま
す
。

四

専
門
教
育
の
充
実
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
る
実
践
能
力

の
開
発

本
学
の
専
門
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
時
代
の
要
請
、
学
生
の
学
習
意
欲
を
考
慮
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
工
学
部
の
J
A
B
E
E
、

薬
学
部
の
薬
剤
師
国
家
試
験
な
ど
の
よ
う
に
各
学
部

・
学
科
に
お
い
て
育
成
す
る
人
材
像
を
検
討
し
、
そ
れ
に
見
合

っ
た
教
育
カ
リ

キ

ュ
ラ
ム
を
実
現
す
る
た
め
に
、
改
善
や
拡
充
に
努
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
実
践
的
な
人
材
育
成
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
導
入
し
、
毎
年
、
多
く
の
学
生
が
参
加
で
き
る
環

境
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ

っ
て
実
際
に
企
業
や
団
体
な
ど
で
働
く
経
験
を
し
た
学
生
は
、
そ
の
後
勉
学
意

欲

の
向
上
や
目
的
意
識
の
明
確
化
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

、
本
学
で
は
、
大
学
で
の
専
門
教
育
と
社
会
で
の
実
践
教
育
と
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
融
合
さ
せ
て
、
実
践
的
で
か
つ
、
総
合
的
な
人
材

育
成
を
行

っ
て
い
ま
す
。

五

難
関
各
種
資
格
に
お
け
る
高

い
合
格
率

本
学
で
は
、
基
本
理
念
の
一

つ
で
あ
る

「実
践
を
重
視
し
た
教
育
体
制
」
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
学
生
の
公
的
資
格
取
得
を

積
極
的
に
支
援
し
奨
励
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
二
〇
〇
三
年
四
月
か
ら
全
学
的
支
援
組
織
と
し
て

「公
的
資
格
取
得
委
員
会
」

を
発
足
さ
せ
る
と
と
も
に
、
各
種
資
格
試
験
受
験
の
た
め
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
講
座
の
開
講
や
公
的
資
格
取
得
の
単
位
認
定
制
度

を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
近
年
、
特
に
学
生
の
キ
ャ
リ
ア

・
ア
ッ
プ
や
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
必
要
性
が

一
段
と
高
ま
り
を

見
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
述
の
委
員
会
を
二
〇
〇
四
年
四
月
か
ら

「キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
委
員
会
」
に
発
展
さ
せ
、
資
格
取
得
は

も
と
よ
り
生
涯
を
通
じ
た
職
業
観

・
就
労
観
の
必
要
性
を
促
し
、
キ
ャ
リ
ア
意
識
の
醸
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

近
年
、
公
的
資
格
受
験
者
が
急
増
し
、
司
法
試
験
最
終
試
験
を
は
じ
め
、
薬
剤
師
国
家
試
験
、
技
術
士

一
次
試
験
、
情
報
処
理
技

術
者
試
験
等
の
合
格
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

六

ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
就
職
状
況

本
学
で
は
、

一
年
次
か
ら
就
職

へ
の
意
識
を
持

っ
て
学
生
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
学
年
ご
と
に
系
統
だ

っ
た
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
行
い
、

学
生
個
々
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
個
人
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

一
・
二
年
次
生
対
象
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
卒
業
後
の

進
路
を
意
識
し
た

「職
業
選
択
」
や

「社
会
が
求
め
る
人
材
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
三
年
次

生

に
は
実
際
の
就
職
活
動
に
必
要
な
情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
各
ゼ
ミ
担
当
教
員
と
就
職
部
の
職
員
が
協
力
し
て
学
生
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に
対
し
て
繰
り
返
し
行
う
個
人
面
談
を
通
じ
て
、
学
生
が
自
分
自
身
の
適
性

・
資
質
を
見
出
し
、
希
望
の
職
種

・
業
種
に
就
け
る
よ

う
適
切
な
指
導

・
助
言
を
行

っ
て
い
ま
す
。

各
企
業
が
学
生
に
求
め
る
能
力

・
資
質
の
レ
ベ
ル
は
、
年
々
高
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
本

学
に
は
毎
年
、
優
良
企
業
か
ら
多
く
の
求
人
が
あ
り
、
就
職
希
望
者
の
就
職
率
に
お
い
て
も
全
国
の
大
学
平
均
を
は
る
か
に
上
回
る

九
七

・
七
%

(〇
三
年
度
卒
業
生
)
の
実
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
社
会
で
活
躍
す
る
本
学
卒
業
生
に
対
す
る
信
頼
の

証
で
あ
り
、
本
学
に
学
ぶ
学
生
へ
の
大
き
な
期
待
の
現
れ
で
も
あ
り
ま
す
。

七

F
D
活
動
で
教
育
力
が
さ
ら
に
向
上

本
学
で
は
、
学
生

へ
の
教
育
方
法
、
教
育
環
境
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
年
々
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
に
F
D
活
動
を
重
点
的
に
行

っ

て
い
ま
す
。
F
D
活
動
は
、
大
学
の
教
育
力
を
向
上
さ
せ
る
取
組
み
で
す
。

本
学
は
F
D
活
動
を
全
教
員
、
全
職
員
の
参
加
の
下
、
大
学
を
挙
げ
て
実
行
し
て
い
ま
す
。
前
期
、
後
期
ご
と
に
全
教
員
全
授
業

科

目
に
つ
い
て
学
生
に
よ
る
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
教
員
の
工
夫
や
や
る
気
を
引
き
出
す
だ

け
で
な
く
、
学
生
の
学
ぶ
姿
勢
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
全
学
部
で
公
開
授
業
を
実
施
し
、
教
員
間
で

の
教
育
技
術
の
向
上
と
共
有
な
ら
び
に
授
業
改
善
を
図

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
定
期
的
に
F
D
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
配
信

し
、
全
教
職
員
が
教
育
力
の
向
上
を
第

一
に
考
え
る
土
壌
を
作

っ
て
い
ま
す
。

八

お
わ
り
に

以
上
、
摂
南
大
学
に
お
け
る
学
生
の
視
点
を
重
視
し
た
教
育
改
革

へ
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。
本
学
で
は
、
総
合
大
学
の
利

点
を
活
か
し
、
学
生

一
人

一
人
が
豊
か
な
人
間
力
を
伸
ば
し
て
い
け
る
環
境
作
り
に
専
念
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
本

学

の
教
育
理
念
を
実
現
し
、
さ
ら
な
る
成
果
を
生
み
出
し
て
社
会

へ
の
貢
献
に
努
め
ま
す
。

特集 ・現代的教育ニーズ取組支援プログラム

●
論
文
●

「
現
代
的
教
育

ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ

ロ
グ

ラ
ム
」

を
実
施

し

て

荻

上

紘

一

(大
学
評
価

・
学
位
授
与
機
構
教
授

・
選
定
委
員
長
)

一

「現
代
的
教
育
ニ

ー
ズ
取
組
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
趣
旨

文
部
科
学
省
で
は
、
競
争
的
環
境
の
中
で
個
性
が
輝
く
大
学
を
作

る
た
め

の
施
策
の

一
環
と
し
て
、
国
公
私
立
大
学
を
通
じ
て
優
れ
た

取
組
を
選
定
し
て
財
政
支
援
を
行
い
、
高
等
教
育
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
し
て
い
る
。

一
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「二

一
世
紀
C
O
E
プ

ロ
グ
ラ

ム
」、
昨
年
度
か
ら
始
ま

っ
た

「特
色
G
P
」
即
ち

「特
色
あ
る
大

学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
続
い
て
、
今
年
度
か
ら

「現
代
G
P
」

即
ち

「
現
代
的
教
育

ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
仲
間
入
り

し
た
。
尚
、
「G
P
」
は
G
o
o
d
 
P
r
a
c
t
i
c
e

の
略
で
あ
り
、
近
年
国
際

機
関
の
報
告
書
等
に
お
い
て

「優
れ
た
取
組
」

の
意
味
で
広
く
使
わ

れ
て
い
る
。
諸
外
国
の
大
学
改
革
で
も
使
わ
れ
て
お
り
、
各
大
学
が

工
夫
を
凝
ら
し
、
他
の
大
学
の
参
考
に
な
る
よ
う
な
取
組
を
表
わ
す

略
称
で
あ
る
。

「大
学
は
閉
鎖
的
で
あ
る
」
と
い
う
社
会
の
批
判
に
対
し
て
、
多
く

の
大
学
が
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

「開
か
れ
た
大
学
」
を
目
指
し

て
様
々
な
教
育
面
の
改
革
を
試
み
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
「現
代
G
P
」
は
、
各
種
審
議
会
か
ら
の
提
言
等
を
も
と
に
社

会
的
要
請
の
強
い
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、
各
大
学
等
か
ら
応
募
さ
れ

た
取
組
の
中
か
ら
、
特
に
優
れ
た
教
育
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
選
定
し
て

財
政
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
高
等
教
育
の
活
性
化
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
は
、
社
会
的
要
請
の
強
い
テ
ー
マ
と
し
て

・
地
域
活
性
化

へ
の
貢
献

・
知
的
財
産
関
連
教
育
の
推
進

・
仕
事
で
英
語
が
使
え
る
日
本
人
の
育
成


